
重要課題
（マテリアリティ）

サステナビリティ大栄環境グループ
について

データ編経営戦略とその進捗社会を支える大栄環境グループの事業

バイオマス発電やバイオガス発電
など、廃棄物からエネルギーを創造。
また、最終処分場跡地を利用した
太陽光発電も行っています。

エネルギー創造
AI・IoT・DX推進を活用したサービス
の開発、廃棄物の一元管理、自治体
の一般廃棄物処理計画など、廃棄物
に関する課題を解決しています。

コンサルティング
廃棄物処理施設を運営してきた
ノウハウを活かし、自治体のクリーン
センターなどを効率的に建設・運営
管理・点検・保守修繕しています。

施設建設・運営管理
専用バース※を備える高性能プラント
で各地から汚染土壌を受け入れ、
土壌汚染対策法に規定される全て
の特定有害物を無害化しています。

土壌浄化
一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬
から、中間処理・再資源化・最終処分
までワンストップサービスを展開。
私たちのコア事業です。

廃棄物処理・資源循環

日本女子プロサッカークラブやゴルフ
場の運営などを通じて、スポーツ文化
振興、地域経済の発展などに取り
組んでいます。

スポーツ地域振興

容器包装プラスチック等再生原料
100％の環境貢献性が高く、高品質
なパレットを製造・販売しています。

リサイクルプラスチックパレット
製造・販売アルミ缶を資源として買い取り、加工

して、高純度なアルミペレットを製造。
主に鉄鋼メーカーに脱酸剤として
販売しています。

アルミペレット製造・販売
人材派遣・人材紹介・障がい者雇用・
アグリビジネスなど、地域の活性化
や、社会への貢献を目指しています。

その他（人材派遣・アグリ）
約8,170haの社有林を管理し、環境
と林業経営の両立、防災・生物多様性
の保全などに取り組み、100年先を
見据えた森づくりを進めています。

森林保全

※ 専用バース：船舶から貨物の荷卸しをする場所
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